









































































































































































表 2－ 1　トピック展開時に見られた「ほめ」＜談話 1＞
表 2－ 2　トピック展開時に見られた「ほめ」＜談話 3＞
表 2－ 3　トピック展開時に見られた「ほめ」＜談話 4＞
表 2－ 4　トピック展開時に見られた「ほめ」＜談話 5＞
表 2－ 5　トピック展開時に見られた「ほめ」＜談話 7＞
表 2－ 6　トピック展開時に見られた「ほめ」＜談話 8＞









1 2 3 4 5 6 7 8 9 合計
J ② ③④ ⑤ ⑥ ⑦⑧ ⑨ ⑪⑫⑬⑭ 12（85.7％）
C ① ⑩ 2（14.3％）
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 合計
J ① ⑤⑥⑦⑧ ⑨ ⑩⑪⑫⑬ ⑭ ⑮⑯⑰ 14（77.8％）
C ②③④ ⑱ 4（22.2％）
2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 合計
J ① ②③ 3（60％）
C ④⑤ 2（40％）
1 2 3 4 5 合計
J ② ③ 2（66.7％）
C ① 1（33.3％）
2 3 4 5 6 7 8 9 10 合計
J ① ②③④ ⑤ ⑥⑦ ⑧ 8（100％）
C 0（ 0％）
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 合計
J ① ②③ 3（42.9％）















































　このような観点で先の表 2－ 1 ～表 2－ 6 を見ると、「ほめ」が見られた「参加者に関わ










で行われることが指摘されている。表 2－ 1～表 2－ 6を見ると、日本語母語話者において
は同様の傾向が認められる。例えば、表 2－ 1（談話 1）のトピック 1とトピック 2におい
ては日本語学習者から単独の「ほめ」が行われた直後のトピックで自らも単独の「ほめ」を
行っている。また、表 2－ 2（談話 3）のトピック 3とトピック 4では、日本語学習者から
複数の「ほめ」が行われた直後のトピックで自らも複数の「ほめ」を行っている。
　一方、日本語学習者においては、表 2－ 6（談話 8）のトピック 11 とトピック 12 のように、
日本語母語話者からの複数の「ほめ」に対して複数の「ほめ」が行われているものもある一
方で、日本語母語話者からの複数の「ほめ」に対して単独の「ほめ」が返されているものも










































































　表 2－ 1と表 2－ 3に見られる 5つの「参加者に関わらないトピック」のうち、4つのトピッ
クにおいて日本語母語話者からの「ほめ」が見られるが、そのような「ほめ」に対して日本
語学習者から「ほめ合い」を実現させるような働きかけ（「ほめ」）は行われていない。表 2











































　本研究は 2013 年度 JSPS 科研費 25284096（基盤研究B『アーティキュレーションを保証
する言語能力アセスメント実施支援システムの構築』研究代表者：渡部倫子）の助成を受け
たものである。
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